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] 総合評価の方法
{ 標準点 競争参加資格を満たした入札参
加者には標準点100点を与える。

| 加算点 加算点は、\「入札の評価に関
する基準」に示す評価項目について、{、
|、}及び~の合計点（10•0点満点）とす
る。

} 総合評価は、上記により得られる標準点
と加算点の合計を当該入札参加者の入札価
格で除して得た数値（以下「評価値」とい
う。）をもって行う。

^ 落札者の決定方法
{ 入札参加者は、価格及び\「入札の評価
に関する基準」に示す評価項目により入札
し、次のア）かつイ）の要件に該当する者
のうち、評価値の最も高い者を落札予定者
とし、その者の工事請負入札書（以下「入
札書」という。）に添付された工事内訳書、
工事内訳明細書及び科目内訳を審査のうえ
妥当な場合に落札者に決定する。
ア）入札価格が基準価格の制限の範囲内で
あること。
イ）評価値が、標準点（100点）を基準価
格で除した数値を下回らないこと。
ただし、落札予定者となるべき者の入札
価格によっては、その者により本契約の内
容に適合した履行がなされないおそれがあ
ると認めるとき、又はその者と本契約を締
結することが公正な取引の秩序を乱すこと
となるおそれがあって著しく不適当である
と認められるときは、当該落札予定者に照
会、審査のうえ妥当な場合に落札者に決定
する。

| {において、評価値の最も高い者が２者
以上あるときは、最低価格を提示した者を
落札予定者とする。なお、最低価格を提示
した者が複数者いる場合は、抽選により決
定する。

} 全ての入札参加者の入札価格が基準価格
の制限の範囲外だった場合、随意契約に移
行する。この場合、入札参加者の中から最
低の価格の者を第１順位者に指名し、協議
のうえ、その者と本契約を締結する。（不
調の場合は次に低い価格の者と協議し、更
に不調の場合は順次行う。）

５ 技術提案に関する事項
\ 本工事では、工期短縮に関する技術提案を
受け付ける。

] 次に示す提案は欠格とする。
{ 全体工期が標準工期（27•5ヶ月）を超え
る提案

| 月あたりの平均作業日数が22日を超える
提案

} 工事目的物の変更（寸法・形状等）を伴
う提案

~ 本工事における手小荷物扱所撤去工事の
着手時期が事務所ビル引越完了時期よりも
早い提案

� 既存駅舎撤去工事の着手時期が別途発注
工事である既存非常用発電機撤去完了時期
よりも早い提案

� 別途発注工事である事務所ビル電気設備
工事の期間（土日及び祝日、並びに仕様書
に定める作業規制日（以下合わせて「休日
等」という。）の日数を含む。）を４ヶ月以上
確保していない提案

‚ 別途発注工事である駅ビルテナント内装
設備工事の期間（この期間では駅ビル棟内
の工事は駅ビルテナント内装設備工事のみ
実施するものとする。ただし、土日及び祝
日、並びに仕様書に定める作業規制日（以
下合わせて「休日等」という。）の日数を含
む。）を２ヶ月以上確保していない提案

ƒ 本工事（別途発注工事を含む。）における
工事目的物の引渡し前に、建築行政・消防
等の検査期間並びに発注者及び監督員（工
事監理を委託された第三者を含む。）の確認
期間及び是正期間（この期間で検査の受検
及び検査済証等の受理をすることとし、当
該期間には休日等の日数を含む。）を１ヶ月
以上確保していない提案

„ 入札説明書及び仕様書等の条件を満たし
ていない提案

… 施工に対する安全性の配慮に欠ける提案
f 関係法令を遵守していない提案
g 当工事事務所が認めていない一定の条件
を付している提案

^ 工期短縮に関する技術提案 技術提案にあ
たっては、標準工期を参考として適切な全体
工程を計画し、その具体的な内容を全体工程
表により記載すること。（入札説明書参照）

ただし、当工事事務所が請負者の技術提案
内容を適切と認めることにより、設計図書に
おいて指定しない部分等の工事に関する請負
者の責任が軽減されるものではない。

_ 評価内容の担保 実際の施工に際しては、
技術提案において全体工程表に記載した内容
を満たす施工を行うものとし、請負者の責に
より全体工程表に記載した内容を満たす施工
が行われない場合は、再度の施工を行わせる
か否かを問わず、契約責任者は、請負代金額
の減額又は損害金の賠償を求めることがあ
る。

６ 入札手続等
\ 担当箇所 〒151`8512 東京都渋谷区代々
木２`２`６ 東日本旅客鉄道株式会社 東
京工事事務所 契約用地課 契約・法務グ
ループ 青木 秀行 電話03`3370`7198

] 入札説明書等の交付期間、場所及び方法
{ 期間 平成26年３月19日から平成26年４
月14日までの土曜日、日曜日及び祝日を除
く毎日10時00分から16時00分まで。

| 場所 上記６\に同じ。
} 方法 交付にあたっては、入札説明書
5¶000円、図面30¶000円を徴収する。

^ 申請書、資料及び参加願書等の提出期間、
場所及び方法
{ 期間 平成26年３月19日から平成26年４
月14日までの土曜日、日曜日及び祝日を除
く毎日10時00分から16時00分まで。

| 場所 上記６\に同じ。
} 方法 持参すること。
~ 競争参加資格者が一者の場合、直ちに随
意契約に移行する場合がある。その場合、
以降の手続きについて当該競争参加資格者
と協議を行い、当工事事務所が決定し通知
を行うものとする。

_ 入札、開札の日時、場所及び入札書の提出
方法
{ 入札、開札の日時 平成26年６月４日14

時00分（ただし、郵送による場合は、平成
26年６月３日必着）

| 場所 当工事事務所会議室（ただし、郵
送による入札の場合は、上記６\に宛てて
郵送すること。）

} 提出方法 持参又は郵送（配達証明郵便
に限る。）すること。電送による入札は認め
ない。

７ その他
\ 手続きにおいて使用する言語及び通貨は、
日本語及び日本国通貨に限る。

] 入札保証金及び契約保証金 免除。
^ 入札の無効 本公告に示した競争参加資格
のない者の行った入札、申請書、資料及び参
加願書等に虚偽の記載をした者の行った入札
並びに入札に関する条件に違反した入札は無
効とする。

_ 配置予定の監理技術者及び工事管理者のヒ
アリングを下記のとおり実施する。
{ 資料に記載された配置予定の監理技術者
及び工事管理者について、資料提出後ヒア
リングを実施する。ヒアリングは提出され
た安全管理計画書及び安全管理支援体制に
基づき行い、対象は「安全管理計画の具体
的内容」「安全管理支援体制の具体的内容」
「鉄道営業線近接工事に関する知識等」と
する。

| 必要に応じ{に記載する以外の項目につ
いてヒアリングを行うことがある。

} {及び|のヒアリングについては、下記
のとおり予定している。
ア）日時 平成26年４月18日から平成26年
４月22日までの間のいずれかの日
イ）場所 当工事事務所会議室
ウ）その他 ヒアリング日時については、
追って連絡する。なお、出席者は実際に
配置する予定の監理技術者及び工事管理
者とする。（監理技術者及び工事管理者に
ついて、複数の候補者を提出した場合、
実際に配置する予定の監理技術者及び工
事管理者として各１名を決定のうえ、当
該配置予定の監理技術者及び工事管理者
が出席すること。）

` 契約後のＶＥ奨励契約について 本契約締
結後、請負者は、設計図書に定める工事目的
物の機能、性能等を低下させることなく請負
代金の削減を可能とする施工方法等に係る設
計図書の変更について、当工事事務所及び湘
南ステーションビル株式会社に提案すること
ができる。提案が適正と認められた場合には、
設計図書を変更し、必要があると認められる
場合には契約金額の変更を行うものとする。
詳細はＶＥ奨励契約書による。™
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